
目隠しセットを取付ける場合、下図の基礎施工例を
参考に現地の実情に合わせて施工してください。

上見付の取付け1
①上見付を前桁に取り付けます。
　（セムスボルトM6×16、フランジナットM6）
②縦枠右、左を前柱に取り付けます。
　（セムスボルトM6×16）

胴縁の取付け2
①胴縁に下図ピッチで8φ加工しボルトナットで固定します。
　（セムスボルトM6×45、フランジナットM6）
※目隠しセットに窓を取り付ける場合は、窓枠部（W=1650）にかからない位置
に孔加工してください。
②胴縁Fを縦枠に下図のピッチで取り付けます。
　（六角フランジテックス6φ×19）

壁の取付け4
壁を上見付に差込み、胴縁に取り付けます。
（セルフドリルビス4φ×13）
※一番上と一番下は全て谷部にビス止めし、その他は一山ピ
　ッチでビス止めしてください。

コーナー見付の取付け5
コーナー見付を壁の両端に取り付けます。ビスは、胴縁の位
置に止めます。（セルフドリルビス4φ×13）

水切りの取付け3
①コーナーカバー前を柱に取付けます。
　（セルフドリルビス4φ×13）
②水切りを一番下の胴縁に取り付けます。
※水切りは壁と同時に胴縁にビス止めします。
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胴縁F

上見付カバーの取付け6
上見付カバーを上見付に取り付けます。このとき、上見付
カバーの端をコーナーカバーに奥まで差し込み、反対側へ
スライドさせて取り付けます。（セルフドリルビス4φ×13）
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【誤記あり】
梱包組合せ表
FH⇒H,H⇒FHに読み替え




